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● お知らせ ● 

奨学基金への寄付を募ります 
 
BCJA 奨学基金は、BCJA 会員の有志の方々からの寄付

金を基盤として、英国留学生の支援活動を着実に進めてき

ております。今年度も奨学生の募集を行いますので、奨学基

金へのご寄付をお願い申し上げます。 
（詳しくは、本ニューズレター7 ページをご覧ください。） 
募金計画 

◆ 寄付金額：一口 5,000 円 
◆ 口座番号：00180-0-426794（ゆうちょ銀行） 
◆ 加入者名： BCJA 奨学基金 

同封の振込用紙をご利用くださいませ。 
 

年会費の納入をお願いします 
 
BCJA 運営のため、年会費の納入をお願いいたします。 

納入方法 

◆ 年会費金額：2,000 円 
◆ 口座番号：00180-0-426794（ゆうちょ銀行） 
◆ 加入者名： BCJA 奨学基金 

同封の振込用紙をご利用くださいませ。 
 

※ 振込用紙の「通信欄」に 
1. 会則変更の賛否（〇×） 
2. 近況、ご意見 
3. メールアドレス 

   をご記入下されば幸いです。 
 

BCJA 役員および執行部を募集いたします！ 
 
BCJA の運営ためにご協力いただける方を随時募集して

おります。Google グループなどで活動も行っておりますの

で、是非ご連絡ください。 
ご連絡先 

◆ Google グループ URL 

https://groups.google.com/forum/ 
?hl=ja#!forum/bcja-member 

 
 

 

 

2023 年 BCJA 活動状況について 

        BCJA会長 斉木臣二 
 

昨年度より、伝統ある BCJA の会長

に就任させて頂きました斉木臣二と

申 し ま す 。 2023 年 5 月 よ り

SARS-CoV2 感染症が第 5 類に移

行され、徐々に 2020 年 3 月以前の

状況に戻りつつある状況下と思いま

す。BCJA 会員の皆様におかれては、

いかがお過ごしでしょうか？ 

BCJA2022 年度の活動について、ご報告させていただきます。

2022 年度BCJA 奨学金については、コロナ感染リスクが懸念

される困難な状況下にも関わらず、例年並みの応募者数と

なり、その中から、選考委員会により優秀な 6 名の方に奨学

金を差し上げることができました。コロナ禍において充分な対

策を取ることが難しい状況でしたが、BCJA 奨学金制度を維

持するため、寄付金募集の仕組み作り、BCJA 会員数の増

加など、地道に取り組んでいく必要があります。BCJA 奨学生

独自の OB 組織は順調に発展しており、2023 年秋ごろには

直に集まることのできる交流会を実施できればと考えておりま

す。会員の先生方にご案内させて頂きますので、ご参加のほ

どどうぞよろしくお願いいたします。 

最後に、奨学金への皆様のご支援を引き続きよろしくお願い

申し上げます。 

 

（BCJA 年間活動についてのお問い合わせは、 

ssaiki@md.tsukuba.ac.jp までお願いいたします。） 
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2022 年度ＢＣＪＡ英国留学奨学金の審査を終えて 

――本年も皆様のご支援・ご厚意に感謝します 

BCJA 英国留学奨学金審査委員会 委員長 白鳥 令 

 

本年も、BCJA（British Council Japan Association）は、６名

の非常に優秀な方々に、英国で学問 ・研究するための奨学

金を差し上げることが出来ました。コロナヴィールス蔓延のた

めに英国渡航が困難な 状況の中で、６５名という多数の

方々がこの奨学金に応募いただき、感謝しています。 

BCJA は 、 英 国 政 府 の 奨 学 金 （ British Council 

Scholarship）を受けて英国に留学した人々が創設した 民間

の任意団体ですが、現在は学問・研究等のために英国に滞

在したことのある広範な方々を会員とする任意 団体であり、

「BCJA 英国留学奨学金」は日英両国の学問・文化を通して

の交流を促進するために、会員の 寄付を原資として運営さ

れています。本年も、多数の会員の皆様から貴重なご寄付を

賜りました。この奨学金 の審査を担当する者として、心から

感謝を申し上げます。 

「BCJA 英国留学奨学金」の審査は、７名の委員全員が応

募者全員の応募資料を精査し採点するかたちで 行われて

います。その際、委員は、①留学先での研究・学習計画が明

確か、②語学力等準備は整っているか、 ③帰国後にその成

果を日本と世界に還元出来るか等を考慮し、また、④専門分

野が偏らない様に、⑤英国の留学 先研究・教育機関が偏ら

ない様に等も考えながら、出来る限り公平な審査をする努力

をしています。この公平な 審査の結果が、奨学金授与者の

努力と相まって、今日、この「ＢＣＪＡ英国留学奨学金」に高い

社会的評価を 与えることになっているのだと思います。 

本年は、この奨学金授与者の中に、既に確立した研究者

で、１年より短期ですが、研究のための英国滞在を 目指す

授与者が含まれています。「BCJA英国留学奨学金」は、これ

からも、この様に、既に確立した研究者 が、研究目的である

いは交流目的で、英国に短期滞在（但し、３ヶ月以上滞在）

するケースを授与の対象に含む 考えです。 

本年の応募者を見ると、決定した授与者にもそれが反映さ

れていますが、これ迄の学習歴・研究歴が一段と 高度化し、

それ以上に国際化している特徴があります。BCJA 英国留学

奨学金「募集要項」には、応募の 基準として「原則として１８

歳以上の日本在住者」との記述があるだけで、外国籍であっ

ても日本在住で あれば、また日本国籍の方は現在外国に

居住されていても、応募が出来ます。このため、本奨学金応

募者は 学歴・研究歴が特に国際化しているのかも知れませ

んが、審査委員は、外国での学歴・研究歴も日本での 学

歴・研究歴も、平等にその内容と成果で採点しようと心掛け

ています。 

本年の奨学金授与決定者のリストを見て、留学先英国研

究・教育機関が一部の有名大学に偏っていると 感じる方が

おられるかも知れません。この点は、審査委員会でも最終段

階で議論の対象となりましたが、 各審査委員が先の⑤で書

きました様に「英国の留学先研究・教育機関が偏らない様

に」配慮しながら採点 をした結果なので、それを尊重しようと

の結論となりました。審査委員会としては、応募者が研究・教

育 機関選択の際、名声で留学先研究・教育機関を選択す

るのではなく、自己の研究・学習目的に最良の研究・ 教育

機関を選択される様、期待しています。 

どうぞ、今後とも、この日英の学問・文化交流の促進を目

指す「BCJA 英国留学奨学金」にご指導 ご支援を賜ります

様、お願い申し上げます。 

 

BCJA 英国留学奨学金の寄付の方法 

 

◆ 寄付金額： 一口 5,000 円 

◆ 口座番号： 00180-0-426794 （ゆうちょ銀行） 

◆ 加入者名： BCJA 奨学基金 

 

2022 年度奨学金授与者リスト 

氏名 出身校/所属 留学先 分野 

諏訪達也 

京都大学 医

学部・京都大

学大学院医学

研究科 

University of 
Oxford 

放射線腫瘍

学 

樋口亜希 

北京大学国際

関係学部・ハ

ーバード大学

公共政策経営

学部 

University of 
Oxford 

経営学 

波多野綾子 

東京大学教養

学部・東京大

学大学院法学

政治学研究

科・東京大学

大学院総合文

化研究科・ニュ

ーヨーク大学ロ

ースクール 

University of 
Oxford 

国際人権法 

花岡成有 
東京大学教養

学部 
University of 
Cambridge 

政治学・国際

関係論（特に

平和構築） 

米野謙 

上智大学外国

語学部・東京

大学大学院 
総合文化研究

科 

University of 
Oxford 

言語学 （社

会言語学） 

坂元美樹也 

早稲田大学文

学部・東京大

学大学院人文

社会系研究科 

University of 
York 

英文学 
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2021 年度 BCJA 英国留学奨学金授与者からの近況報告 

 

足立 真輝 

 

■ はじめに 

私は、2021 年 10 月からオックスフォード大学工学部情報工

学科の博士課程に在籍しており、現在２年目です。私は社

会人経験があり、 31 歳での博士課程開始と、周りと比べても

非常に遅いスタートでした。留学、そして博士号取得は長年

の夢でしたが、奨学金や妻・周りからのサポートがなければこ

の夢は実現しませんでした。若手でもない私の情熱を汲んで、

名誉ある BCJA 奨学金を授与して下さったことに深く感謝致

します。 

 

■ 英国と AI 

AI と聞くと、Google や Facebook など、米国 IT 企業を思い浮

かべるかもしれません。しかし、そもそも AI という概念は、英

国の数学者 Alan Turing を発祥としており、基礎研究レベル

では米国に劣らない非常に大きな存在感があります。世界

的な AI ブームの火付け役となった DeepMind など、多くの研

究所が英国を拠点としており、特にオックスフォード大学は

（Times 誌ランキング上は）computer science 世界一位の環境

となっています。 

 

■ 研究テーマ 

私の研究は、正直な AI を開発することです。AI は今やニュ

ースで見ない日がないほどに身近なものになりました。

ChatGPT に代表される言語モデルは、今や人間と見分けが

つかないほどの受け答えができるようになり、その性能は日

進月歩の勢いで進化しています。しかし、同時に AI は嘘の

回答をでっち上げてしまうという問題点があることもよく知られ

ています。AI は予測を行うアルゴリズムであることを考えると、

どれだけ性能が高まろうと、予測を外すことは避けられませ

ん。 

避けられないのであれば、せめて正直であって欲しいもので

す。自信がない、よく知らない、不確かです、と AI が答えてく

れれば、じゃあ他の方法で調べるよ、と対応を変えることがで

きます。しかし、現代の大規模なモデルで、予測の不確かさ

を定量化することは未踏です。特に、科学や工学といった重

要な AI の応用分野は、信頼性の上に成り立っており、予測

性能よりも信頼性の高い AI が求められています。チャットボ

ットのミス程度であれば、Twitter で呟くネタができてよかった

なくらいの話で終わりますが、これが自動運転車の制御であ

ったら深刻な問題になります。正直さがあれば、最悪の事態

になる前に、より確かな古典的な手法、例えば手動制御、に

戻れます。 

なぜ不確かさの定量化は難しいのでしょうか。不確かさとは、

予測が正しい確率を推定することであり、確率とは、ざっくり

言えば、(特定の場合の数) (全ての場合の数)ですが、こ

の分母の計算は積分です。世の科学技術のほとんどは微分

をベースにした計算であり、積分を効率よく計算する方法は

知られていないため、一般に不確かさを定量化できるモデル

はシンプルなものに限られます。効率良く積分を計算するこ

と（求積法）を通じて、複雑なモデルを“正直”にする研究をし

ています。 

 

■ カレッジの結んだ異分野交流  

 

 (写真) カレッジでの食事風景、フォーマルディナー 

 

 オックスフォードは世界でも珍しいカレッジ制大学で、学部

とは別に、カレッジという宿舎や生活の場を共有する校舎が

あります。中でもフォーマルディナーと呼ばれる正装で参加

するディナーは社交を学ぶ重要な場の一つとなっており、専

門も年齢もバラバラな同じカレッジ生が交流を深めます。そ

の中で、たまたま喋った数学専攻の博士課程の学生が、な

んと偶然にも求積法を数学的に研究していて、話も弾み、共

同研究がスタートしました。私達の数学ベースのアプローチ

は、かなり斬新で、１年で３本の論文に繋がりました。まさに、

オックスフォードがカレッジ制を残している理由の一つである、

学際交流を体現する形となりました。 

 

■ AI の熱狂 

  

(写真) 学会でのポスター発表、人、人、人だらけ！ 

 

 求積法の論文が、機械学習のトップ学会である NeurIPS に

受理され、米国ニューオリンズでポスター発表してきました。

AI の分野では論文誌よりもトップ学会で論文発表することの

方が重視されており、事実 NeurIPS は（学会であるにも関わ

らず）全科学分野で 10 番目にインパクトのある論文誌として

認められています。会場には 2 万人を超える研究者が聴講

に集まり、さながらコンサートのような熱狂に包まれていました。

求積法のようなニッチな（?）トピックで 2 時間ひっきりなしに人

がやってくるとは夢にも思いませんでした。イーロンマスクや

マクロン仏大統領など有名人が訪れたり、まさに AI の熱狂の
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渦のど真ん中にいることを体感することができました。 

 

 

■ 応用研究：リチウムイオン電池の制御 

  

(写真) 電池制御学会、主催大学の人以外で唯一の受賞 

 

 AI 技術は実世界応用あってこそ、という信念の元、爆発の

危険性があるリスキーなリチウムイオン電池の制御に正直な

AIを応用した研究を行いました。1本の論文としてだけでなく、

ドイツでの電池の国際学会で賞を頂く事ができました。 

 

■ 非営利団体設立、イベント主催 

  

(写真) 共同設立者とイベントの告知資料 

 

 社会貢献の一環で、友人たちとドイツのミュンヘンで非営

利団体BatteryDEVを立ち上げ、一週間のハッカソンイベント

を主催しました。アメリカの産業界から頂いた実世界での電

池の課題に対して、AI で問題解決をしようという内容で、15

カ国から 100 人以上の研究者が参加してくれました。出来上

がった技術は、オープンアクセスのソフトと 1 本の論文という

形で社会に還元しました。この活動はドイツの新聞社 ZEIT 

für X に取材を受け、ドイツで記事となりました。 

 

■ 起業、日本社会への還元 

Inferable Energy Ltd.という会社を在学起業しました。現在は、

学業の負担にならない範囲で講演会や本の執筆を行ってい

ます。正直な AI は日本であまり研究が進んでいない分野な

ので、数理的な土台から理解できるような本を書いて、学ん

だ知識を日本社会に還元したいと思っています。講談社サイ

エンティフィク様から 2024 年 4 月発売を目標に、現在

「Probabilistic Numerics 入門」という本を執筆しています。 

 

■ おわりに 

歴史と名誉ある BCJA 様から御支援を頂けたことは大いに

自信に繋がり、そして、それに見合うだけの成果を出すという

良いプレッシャーでもありました。研究面では 1 年半で7 本論

文出版、6 回の学会発表、6 回/4 カ国での招待公演に繋がり、

課外活動でも２団体の主催を経験することができました。全

ては留学しなければ得られなかった経験なので、本当に行

ってよかった、支援して貰えてよかったと感謝しています。 

今後の BCJA 奨学生制度の更なる御発展を、心より御祈り

申し上げます。 

 

(2021 年度 BCJA 奨学生, University of Oxford) 

 

 

 

 

2021 年度 BCJA 英国留学奨学金授与者からの近況報告 

 

菅原 春菜 

 

■ はじめに 

BCJA 奨学金によるご支援をいただき、2021 年 9 月よりヨーク

大学法科大学院(York Law School, University of York)に留

学しました。学部では政策学を修め、その後も政策の観点か

らは法とも関わる仕事をしていましたが、法を専門に学ぶの

は未知の世界に飛び込むように不安の大きい挑戦でした。ヨ

ーク法科大学院は私のように法学のバックグラウンドを持た

ない学生が多く、他の学生と一から法理論を学び、またそれ

ぞれの学問的バックグラウンドから法運用の議論を重ねる経

験ができ、とても学びの多い留学となりました。留学期間中に

は在ジュネーヴ国際機関日本政府代表部のインターンとし

て国連人権理事会に参加する機会もいただき、国際法実務

の現場を見ることもできました。皆さまのご支援を賜り、2023

年 1 月には国際人権法実務修士課程(LLM in International 

Human Rights Law and Practice)を修了しましたことをご報告

させていただきたく存じます。皆さまのご支援に心より感謝申

し上げます。 

 

■ 研究内容 

「虐殺否定の刑事罰化とその政治的結末：ボスニア・ヘルツ

ェゴヴィナの事例研究」というテーマで修士論文を執筆しまし

た。歴史的できごとの定義を法で定め、それにまつわる記念

日を制定したり、そのできごとを否定することを罰したりする

法制を法の世界では記憶法と呼びます。。記憶法は欧州で

広く見られ、また近年の欧州連合による法整備の結果、過去

に起こったこと、とりわけホロコーストをはじめとする人道に対

する罪を否定したり、英雄化することを一律刑法で罰せられ

るようにする動きが広まっています。これらの法制は虐殺否

定をはじめとする歴史修正主義への特効薬と考えられていま
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したが、現実世界ではナショナリスティックな政治家たちによ

る歴史修正的な言説が加速しています。国際法の観点では、

記憶法による虐殺否定の刑事罰化は移行期正義の促進な

どを目的に肯定的に捉えられますが、政治的観点からはそ

の手段と効果の正当性に疑問が生じます。1990 年代に戦争

を経験したボスニア・ヘルツェゴヴィナは、国際社会の継続

的な介入を前提として停戦合意し、その後の国づくりを進め

てきました。しかし近年ではその複雑な政治制度のせいもあ

り、よりナショナリズム色の濃い政治家たちが選挙に当選し、

また彼らが政治的立場を死守するためにより過激な歴史修

正主義的発言を繰り返されています。この事態に対応するた

め、2021 年には国際社会によってボスニアの刑法が修正さ

れ、虐殺否定が刑事罰化されました。戦後のボスニアの政治

空間で起きていた現象と改正刑法を結びつけ、記憶法の政

治的効果をテーマに研究を進めました。 

 

2021 年夏には在ジュネーヴ国際機関日本政府代表部人権

班でのインターンシップとして国連人権理事会に参加する機

会をいただきました。「被害者情報の記録と人権 (Casualty 

recording and human rights)」の決議案を担当し、決議案の採

択前に行われる全ての会議に参加しました。戦争下などで

死亡・行方不明になった被害者たちの名前、死亡年月、場

所などの情報を記録することは、戦争後処理の過程における

被害者たちの正義につながるという内容の決議案ですが、

実際に被害者情報の記録行為が必要となるのは武力紛争

下を想定しています。ゆえに、こういった議論は、平時の人

権保障を定める国際人権法を司る人権理事会ではなく、武

力戦争時の被害者保護を規定する国際人道法の議論をす

る赤十字会議の管轄では？という議論が多くなされました。 

 

 

（ジュネーヴ、第 50 回国連人権理事会最終日にて。各国政

府代表部記念撮影） 

 

私が関心を抱いていた移行期正義は一見して紛争後に目を

向けているようであり、現実には被害者情報の記録など武力

紛争の最中からそのプロセスが始まっているとも考えられま

す。紛争時に起きた事実の詳細な記録を無くして、紛争後処

理は進められないためです。私の専攻であった国際人権法

は平時、つまり移行期正義では紛争後の人権保障に着目し

ていますが、紛争中の出来ごとは全て国際人道法の範疇で

捉えられます。紛争処理はこの二つの国際法が交わるべき

点でありますが、処理する実務が多すぎる国際法運用の現

場では「これは人権法ではなく人道法で考えるべき」「ゆえに

この話題は他の機関がすべき」という議論が生じてしまい、そ

もそも問題の本質に辿りつくまでに多くの時間と努力が必要

とされるケースがあることをこの経験から学びました。インター

ンシップ修了後はイギリスに帰国し、2 か月ほど講義のない

修論執筆期間を活用して研究のかたわらオンラインで国際

人道法のコースを受講し、移行期正義と国際法への理解を

深めました。 

 

■ ヨークでの生活 

ロンドン、バーミンガム、エディンバラなどの大都市からは少

し離れているヨークですが、車で 5 分も走れば羊や馬が闊歩

するヨークシャーののどかな田園風景が広がります。渡英時

はまだイギリスでも新型コロナに関する諸規制が残っていて、

海外からの渡航者は一定期間の自主隔離が必要でしたが、

後任にも留学中全ての授業に対面で参加できました。しかし

まだ感染拡大の恐れが大きかったため全ての授業がライブ

配信されていて、少しでも体調に不安があれば学生寮の自

室からオンラインで授業に参加することもできました。また授

業は全て録画されていたため、留学当初は英語で聞き取れ

なかった箇所をあとから録画で確認することもでき、自分のペ

ースで学びを進められたことは大きなアドバンテージでした。 

またヨークシャーには観光名所となっている街や村、ハイキン

グコースが多くあり、休日には息抜きも兼ねて日帰り旅行も楽

しむことができました。 

 

■ 最後に 

修士課程修了後は卒業ビザを取得し、現在もヨークに在住し

ています。留学前に日本では市民社会で、また留学中には

スイスでは政府の立場から移行期正義に関わる貴重な経験

をさせていただきました。市民社会と政府代表部ではできる

ことのスケールや優先事項ももちろん違ってきます。今後は

どの視点から、修士で学んだことを活かせるのかを考えなが

ら就職活動を続けています。 

終わりになりますが、名高いBCJA から奨学金を頂けたことは

私にとって大きな自信につながりました。心よりお礼申し上げ

ますとともに、今後のBCJAの更なるご発展をお祈り申し上げ

ます。 

 

(2021 年度 BCJA 奨学生, University of York) 
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2021 年度 BCJA 英国留学奨学金授与者からの近況報告 

 

佐野 大起 

 

私は 2021 年 9 月よりエディンバラ大学歴史・古典・考古学

科の博士課程に在籍し、ビザンツ帝国の歴史を研究しており

ます。2021 年度 BCJA 英国留学奨学生としてご支援をいた

だきましたこと、心より御礼申し上げます。 

 

 大学・研究内容・プログラム 

 スコットランドの首都エディンバラにあるエディンバラ大学は、

1583 年に創立された歴史ある大学で、とりわけ人文学の分

野においては今日世界的に最も高く評価されている教育研

究機関の一つです。私は日本の大学の博士課程でしばらく

研究に従事した後、より高度な専門性を獲得するために、西

洋史の「本場」である欧米の大学で改めて博士号を追求する

ことを決めました。関心の対象が私と最も近い研究者の一人

であり、分野の世界的権威でもある現在の指導教官がエディ

ンバラ大学で学生を募集していたことが、私が留学先として

本学を選んだ理由でした。 

 

（写真）Calton Hill から望むエディンバラ市街。古代ギリシア

風の建造物を多く有するエディンバラは、「北のアテネ」

（Athens of the North）の愛称でも知られる。 

 

 私が現在取り組んでいる博士研究は、13 世紀後半～14 世

紀初頭のビザンツ帝国における皇帝の意思決定を分析する

ものです。ビザンツ帝国とは、かつて地中海世界全域を支配

したローマ帝国が 4 世紀末頃に東西に「分裂」した後、その

東側を占めた国家、すなわち東ローマ帝国を指す歴史学用

語です。イタリアのローマを首都とする西ローマ帝国が西暦

476 年にいわば「滅亡」した後も、三方を海に囲まれ、三重の

城壁を擁するコンスタンティノープル（現イスタンブール）を首

都とする東ローマ帝国、すなわちビザンツ帝国は、ヨーロッパ

とアジアにまたがる文明の十字路で何世紀にもわたり繁栄を

謳歌しました。しかし 1204 年、聖地エルサレムの回復を目指

していたはずの第 4 回十字軍による思わぬ攻撃を受け、難

攻不落のコンスタンティノープルは俄かに陥落します。その

後、都を追われたビザンツ貴族たちは各地に亡命政権を樹

立して帝都奪回を図りますが、その内の一つ、ニカイア帝国

の共治帝であったミカエル・パライオロゴスが 1261 年に入城

に成功し、ここにビザンツ帝国は 57 年ぶりの復活を遂げまし

た。ところがミカエルは、ニカイア帝国の正帝であった幼少の

ヨアンネス4世ラスカリスを擁立するのではなく、むしろその両

眼を潰し、自ら単独皇帝となることを宣言しました（ミカエル 8

世パライオロゴス、在位 1259–1282 年）。この行為は、ラスカリ

ス家を支持していた貴族や教会、民衆の反感を煽り、国内に

深刻な政治的分裂を引き起こしました。さらに、コンスタンティ

ノープルを失った十字軍勢力や、抜け駆けを食らった他のビ

ザンツ系亡命政権が、報復の機会を虎視眈々と窺っていま

した。 

 このような危機的状況から、ミカエル 8 世はあらゆる手段を

講じて政権の安定化を模索します。時には、1204 年以来失

われていた制度や慣習を再導入することにより、ラスカリス家

ではなく自身こそが以前の帝国の正統な継承者であることを

裏付けようとしました。また時には、彼はむしろ伝統を捨てて

ビザンツ正教会とローマ・カトリック教会の合同を実現すること

で、ビザンツ攻撃を目論む西欧諸国がローマ教皇の支援を

得られないように仕向けました。こうしたミカエルの大胆かつ

狡猾な諸政策は、部分的には奏功し、帝国は版図を拡げた

ものの、それは国力の激しい消耗の上に成り立った脆弱なも

のでした。結果、彼の息子アンドロニコス 2 世パライオロゴス

（在位 1282–1328 年）治下、早くも帝国は再び衰退へと転じ、

それは 1453 年のオスマン帝国による最終的な滅亡の口火と

なったのです。私の研究は、このようにビザンツ帝国の長い

歴史にとって決定的な転機となった 13 世紀後半～14 世紀

初頭という時期において、皇帝たちがいかに工夫を凝らし、

それらがいかに失敗したのかを探求することを目的としてい

ます。 

 

 

（写真）1272年、ミカエル8世の共治帝としてのアンドロニコス

2 世の戴冠式に際し、前者が発布した勅令（14 世紀の写し）

の一部。ミカエルは簒奪皇帝でありながら、息子を早々と戴

冠させることにより、今後、帝位がパライオロゴス家によって世
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襲されるべきことを世に示した。ミュンヘン、バイエルン州立

図書館蔵。 

 

 私が専攻している古典学博士課程（PhD in Classics）は、フ

ルタイム 3 年間またはパートタイム 6 年間のプログラムで、学

生は月に一度、指導教官に進捗を報告し、フィードバックを

受けることになっています。また毎年度末に、博士論文の一

部となる約 10,000 ワードの原稿を提出し、3 名の教員による

レビューを受けます。卒業条件は、100,000 ワード以内の博

士論文を提出し、口頭審査に合格することです。必修単位

はありませんが、授業を自由に聴講することができ、かつそ

れが推奨されています。私は指導教官が担当するビザンツ

史料講読とギリシア語パレオグラフィ（古文書学）の授業に参

加しているほか、各種セミナーや講演に出席しています。驚

くべきことに、ビザンツ関連のセミナーシリーズだけでも複数

が開講されており、学期中は毎週のように学内外の学生や

研究者と新たに知り合う機会があります。コロナ禍以降、オン

ラインのセミナーも普及したことで、選択肢はさらに広がりまし

た。こうした研究者ネットワークの密度と広さは、日本にいた

頃との違いを最も顕著に感じた点であり、英国が今日のビザ

ンツ史研究の「ホットスポット」と言われる所以を改めて認識し

ています。 

 とは言えもちろん、歴史・古典・考古学科には、ビザンツ帝

国以外にも古今東西の様々な文明を専門にしている人たち

がいます（中には明治期日本についての博士論文を執筆中

の人も）。学科の学生には、勉強スペースとして学部生用・大

学院生用の自習室がそれぞれ用意されており、博士課程の

学生はオフィス内の個人用デスクを申請することもできます。

私はこれらの場所に加え、大学寮の自室やコモンルーム、大

学図書館、徒歩圏にあるスコットランド国立図書館などを気

分によって使い分けています。 

 

 

（写真）現在、歴史・古典・考古学科が入っている Old 

Medical School。エディンバラ大学医学部と言えば、卒業生

に探偵シャーロック・ホームズを生み出したコナン・ドイルなど

がいる。 

 

 

 エディンバラでの生活 

 第一志望の留学先がたまたまエディンバラ大学になった私

にとっては望外のことでしたが、英国内でロンドンの次に多く

の観光客数を集めるエディンバラという都市には、語り尽くせ

ないほど多くの魅力があります。まず特筆すべきは、世界遺

産にも登録されている新旧市街の歴史的街並みと豊かな自

然が融合した美しい景観です。エディンバラは、観光の目玉

であるエディンバラ城が聳えるCastle Rockや、市内を一望で

きる Calton Hill など、いわゆる「7 つの丘」の上に築かれた都

市の一つとされますが、このダイナミックで独特な地形は、3

億年以上前の火山活動によって作り上げられたものと推定さ

れています。市内最高峰の Arthur’s Seat を含む広大な丘陵

地帯からなる Holyrood Park は、特に私のお気に入りで、園

内には白鳥の訪れる湖や 12 世紀の礼拝堂の遺構などもあり、

しばしば運動を兼ねて散歩したり、草むらに寝そべって本を

読んだりしています。徒歩圏には他にも、大学図書館の裏に

広がる芝生（The Meadows）、小説家 J・K・ローリングが「ハリ

ー・ポッター」シリーズに登場する人名の着想を得たとされる

教会墓地（Greyfriars Kirkyard）、小川の流れるこぢんまりとし

た村（Dean Village）、四季折々の草花を鑑賞できる入場無

料の植物園（Royal Botanic Garden Edinburgh）、古びた雰囲

気のある港町（Leith）などがあり、心身をリフレッシュするため

の場所には事欠きません。 

 

 

（写真）旧市街の路地から見上げるエディンバラ城。この日は

珍しく雪が積もったが、夕方にはほとんど解けていた。 
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（写真）Holyrood Park。春先から秋にかけての時期は、ハリ

エニシダの鮮やかな黄色が随所に広がる。 

 

 気候に関しても、エディンバラは申し分ありません。夏は最

高でも 22 度程度に留まり、冬は最低でも日中は氷点下に至

ることは少なく、一年を通して過ごしやすい気温であると言え

ます。高緯度ゆえに夏と冬の日照時間の差が大きく、サマー

タイムがあるとは言え、夏の日の入りは 22 時、冬の日の入り

は 15 時半になります。これには慣れない人もいるでしょうが、

個人的には四季を感じられて好きです。意外にも真冬の積

雪量が少ないことも、故郷の新潟で大雪に散々悩まされてき

た私にとっては嬉しい驚きでした。唯一の問題と言えば、英

国全土に共通することですが、天気が非常に変わりやすく、

予報がまるで当てにならないことでしょうか。そのために外出

予定の変更を余儀なくされたこともあります。しかし、1 日の中

で様々な街の景色を見られることや、雨上がりによく虹が見ら

れることなど、今ではこうした気候ならではのセレンディピティ

を楽しむようにしています。さらに、運が良ければ市内からオ

ーロラが見られることもあるようで、滞在中に一度は見られた

らいいなと思っています。 

 

 

（写真）大学寮の自室からの眺め。右手奥に頭を覗かせてい

るのが Arthur’s Seat で、その手前のアイコニックな断崖部分

は特に Salisbury Crags と呼ばれる。 

 

 エディンバラのもう一つの特徴として、非常に国際色豊かで

あることも挙げられます。これは、観光地であることに加え、エ

ディンバラ大学が留学生の受け入れに積極的であることにも

由来します。街を歩けば様々な人種、言語、宗教、食習慣に

出会い、かつそれぞれに属する人々のための配慮や空間の

用意がしっかりなされていると感じます。これは、グローバル

都市と言われる東京に長年住んだ私から見ても顕著でした。

異国の地でありながら、私がこれまで疎外感や被差別意識を

持つことなく過ごすことができているのは、ひとえに先人たち

の努力のおかげであると思っています。もっとも、アジアから

の留学生や観光客は中国とインドからが大半で、街中で日

本人を見かけることは少ないのですが、日本人や日本文化

に関心のある人々のための学生団体である Japan Society が

あり、定期的に交流会や文化体験などのイベントが催されて

います。中華系のスーパーマーケットに行けば日本の調味

料や食品も概ね手に入りますし、日本食レストランの選択肢

も豊富にあります。未曾有の円安と物価高の最中ではありま

すが、いざとなれば慣れ親しんだ味をいつでも楽しむことが

できるというのは、大きな心の拠り所になっています。 

 実はスコットランドは、子供の頃にウィリアム・ウォレスの伝説

を知って以来、私の憧れの地でした。ウィリアム・ウォレスとは、

13 世紀末から 14 世紀初頭にかけて、グレートブリテン島全

土の支配を進めるイングランド王エドワード 1 世（在位 1272–

1303 年）に抵抗したスコットランドの英雄です。これは他でも

なく、私が西洋中世史に興味を持つこととなったきっかけでし

た。今回の留学が初めての長期海外生活、それもスコットラ

ンドでのということで、ここでしか見られない伝統行事や文化

的なイベントといった機会を大切にすることを心掛けています。

最も大きなものは、8 月に丸一か月かけて行われる

Edinburgh Festival Fringe で、これは世界最大級の芸術祭と

も言われます。年度末レビューの準備と重なる時期ではあり

ましたが、友人のお誘いもあり、私はお笑い芸人ジャルジャ

ルのお二方の公演を観覧することができました（彼らの滞在

については、テレビや SNS などでご覧になった方もおられる

かもしれません）。このほか 10 月には、ケルトの祭典を元にし

た Samhuinn Fire Festival が、11 月には、英国各地で花火を

上げる Guy Fawkes Night や、スコットランドの守護聖人を記

念する St Andrew’s Day などがあります。そして大晦日には、

学科の同僚たちと年越しのカウントダウン花火を観にいきまし

た。 

 

 

（写真）エディンバラ城の St Margaret’s Chapel にある、ウィリ

アム・ウォレスのステンドグラス。 

 

 しかしながら、英国にとって 2022 年という年を何よりも忘れ

難いものにしたのは、やはり女王エリザベス 2 世の「Platinum 

Jubilee」（即位70 周年）と、その後間もなく訪れた崩御でしょう。

特に後者の折には、エディンバラという都市は国家儀礼上重

大な役割を担いました。女王がスコットランドで亡くなった際

に執り行われるべき手続きを定めたプロトコル「Operation 

Unicorn」に基づき、その棺をまず王室所有の Palace of 
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Holyroodhouse に一晩安置し、次いで St Giles’ Cathedral で

24 時間一般公開したのです。この過程において、女王の棺

はエディンバラ旧市街のメインストリートである Royal Mile を

何度か通りました。一瞬ではありましたが、一国の君主、それ

も歴史的に見ても稀有な 70 年もの間在位した人物の葬列に

立ち会えたことは、歴史を学ぶ者として僥倖でした。 

 

 

（写真）St Giles’ Cathedral。その傍を走る Royal Mile は、西

端のエディンバラ城と東端の Palace of Holyroodhouse を繋

ぐ。 

 

 おわりに 

 期せずして日常生活に関する報告が多くなりましたが、私

の目下の目標は、何よりもまず関連史料の分析・検討を完了

し、博士論文を書き上げることです。卒業後は、日本または

欧米で講師や研究員としてキャリアを蓄積し、ゆくゆくは日本

の大学に拠点を置いて母国の教育と学問の発展に貢献しな

がらも、世界的に活躍する研究者になりたいと考えています。

異国の、それも今は存在しない国の歴史を解き明かそうとす

る私の研究は、一見すると私たち日本人の生活と無関係で

あるがゆえに、必ずしも万人の特別な関心に供するわけでは

ありません。だからこそ、私の仕事に理解を示して下さってい

る先生方や友人、家族、そして奨学金・研究資金提供者の

皆様のご支援が心強い支えとなっております。この場を借り

て日頃の感謝を申し上げると共に、British Council Japan 

Association のますますのご発展をお祈り申し上げます。 

 

（2021 年度 BCJA 奨学生 The University of Edinburgh） 

 

 

 

2021 年度 BCJA 英国留学奨学金授与者からの近況報告 

 

稲垣日菜子 

 

 はじめに 

 私は、2021 年 9 月から 2021 年９月までの１年間、ロンドン

大学 University College London (UCL)の国際保健・開発学

修士課程（MSc Global Health and Development）に BCJA 奨

学生として留学いたしました。振り返ると、ロンドンで過ごした

１年間は、毎日が大冒険であり、日々新しい気づきと学びに

満ち溢れておりました。人生で初めての留学、かつ、新型コ

ロナの感染拡大が継続する状況下での海外生活ということも

あり、間違いなく今までの人生で最も大きな挑戦でありながら、

自分の世界を大きく広げることのできた、大変濃厚な１年間

だったと思います。何より、自分の人生のテーマでもある国際

保健に情熱を傾けて勉学に励むことのできる素晴らしい環境

に恵まれ、同修士課程を最高評価である Distinction にて修

了することができました。このような大変充実した大学院留学

とすることができましたのも、ご支援いただいた BCJA の皆様

のお陰です。この場を借りて、心より御礼申し上げます。 

 

 

（UCL のメインキャンパス） 

 

 英国大学院留学を志したきっかけ 

 私は、低・中所得国おける妊産婦及び子どもたちにおける

健康格差をなくし、生まれる国や地域によって命の重さが異

なることのない世界を実現したいと志しております。将来は

UNICEF や WHO 等の国際機関において、母子保健に関わ

るエビデンスに基づくグローバルな政策策定に携わりたいと

目指しております。この長期的な目標を実現するための第一

歩として、国際保健について公衆衛生及び開発の双方の視

点から学ぶことができ、母子保健分野における研究に長けて

いるロンドン大学の修士課程への進学を決意いたしました。 

 

 UCL での学修と研究 

 国際保健・開発学修士課程は１年間の修士プログラムで、

３つの学期と研究プロジェクト期間で構成されております。１

学期（９月〜１２月）には必修科目、２学期（１〜３月）及び３学

期（４月〜６月）には選択科目を中心とした学習課程となって

おり、論文執筆期間（７〜９月）には修士論文における研究
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に取り組むカリキュラムとなっております。特に、２学期及び３

学期には、１学期の必修科目で学んだ基礎をベースに、自

分の関心分野に沿った選択科目を学ぶことができます。授

業の形態としては、基本的には全ての科目において講義と

セミナーの二本立てとなっており、講義の後に行われるセミ

ナーでは少人数でのグループ・ディスカッションを行うことで、

学びを深めます。 

 

私の場合、まず１学期目には、必修科目である「国際保健

概論」、「疫学・医療統計学」、「世界の保健システム」、「国際

保健の政治と政策」という４つの科目を履修しました。それぞ

れの科目にエッセイ、筆記試験、プレゼンテーション等の課

題が課されました。例えば、「国際保健概論」では、マイケル・

マーモット教授による健康の社会的決定要因に関する講義

等を踏まえ、 “グローバル化と新型コロナ対応”、 “健康の

社会的決定要因へのアプローチと感染症対策” という２つ

のテーマでエッセイを執筆、「疫学・医療統計学」では計算問

題を含む 4 時間にわたる筆記試験を行いました。「世界の保

健システム」では、１つの国の保健システムにおける課題解

決策を提案するプレゼンテーションが課され、私はマラウイに

おける一次レベルでの保健サービス・デリバリーの課題解決

に向けた、コミュニティ・ヘルス・ワーカーのタスク・シフティン

グについて発表を行いました。また、「国際保健の政治と政

策」では、新型コロナのパンデミックが、保健政策の策定にか

かる科学的根拠による先導の重要性を示したか否かについ

て、英国政府の新型コロナ対策を事例に取り上げて批判的

に考察するエッセイを執筆しました。新型コロナの感染拡大

が収まらない中、PCR 検査 及び迅速検査の要否、義務的

な自己隔離の日数、ワクチン接種体制、ワクチン・パスポート

や NHS アプリの活用等、新型コロナ対策にかかる英国の保

健政策について身をもって体験しながら、それらを学術的に

分析・考察する貴重な機会となりました。 

 

 2 学期目には、選択科目として、途上国における 5 歳未満

児の死亡率削減に向けた母子保健プログラムや国際的な母

子保健政策について学ぶ「国際小児保健」、フィールド調査

でのデータ収集方法や、統計ソフトである STATA を使用した

量的データの分析について実践的に学ぶ「量的研究」、そ

れから保健分野における案件形成の手法について学ぶ「途

上国における保健プログラムの計画・管理」という３つの科目

を履修しました。ここでは、実際に対象国の状況分析を行い、

セオリー・オブ・チェンジやロジック・モデルを検討しながら、

具体的な介入対象地域・集団を定めてどのような取組を実

施するか、グループで１つのプロポーザルを作成しました。こ

れらの選択科目を通じて、低・中所得国における母子の健康

改善に資する取組を進めていくために必要不可欠な実践的

な知識とスキルを習得することができました。 

 

 3 学期目には、途上国における保健・開発プログラムの評

価・モニタリングの手法とエビデンスの政策への反映につい

て学ぶ「保健介入の評価」という科目を履修しました。ここで

は、保健プログラムにおける介入のインパクト評価やプロセス

評価について学び、実際にマラウイにおける妊産婦及び新

生児死亡率を削減するためのプロジェクトを立案しつつ、そ

のプロジェクトのインパクト評価を行うためのクラスターランダ

ム化比較試験のプロポーザルを作成しました。これは、履修

した全ての選択科目の中で最も難易度の高い科目でしたが、

非常に実用的な内容で、今後の実務にも大いに活用してい

くことのできするスキルを得ることができたと思います。なお、

３学期中には、授業履修と並行し、修士論文にて取り組む研

究内容についてスーパーバイザーと面談を行いながらリサー

チ・クエスチョンを決定し、研究のアウトラインを整える作業も

行いました。 

  

 
（いつも勉強をしていた寮の図書館） 

 
（授業後の復習でよく利用していた UCL の新しい Student 

Centre） 
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修士論文では、途上国における母子の健康改善のための

コミュニティ開発をテーマに研究を実施しました。具体的には、

低・中所得国における妊産婦及び新生児死亡率削減を目的

とした女性グループを活用したコミュニティでの取組に焦点

を当て、この取組における各国の保健政策に基づく全国展

開について、促進因子と阻害因子を明確化するための比較

政策分析を行いました。なお、この女性グループを活用した

取組は、特に基礎的保健サービスが最も届きにくい村落部

の僻地において母子の生存確保と健康改善に向けた有効

かつ費用対効果の高いアプローチとして、WHO でも推奨さ

れているものです。限られた期間での論文の執筆は決して

簡単なものではありませんでしたが、学術的な側面から自分

の関心分野を深める貴重な時間となりました。 

 

 また、１〜３学期の全体を通して学んだ考え方のうち、最も

印象的だったものとして、国際保健・開発における「脱植民

地化（decolonisation）」があります。英国をはじめとする西側

諸国による植民地支配の歴史と向き合うことで、植民地主義

や帝国主義によって生じた不平等による影響が低・中所得

国における国際保健・開発課題の根底にあるという現状を認

識し、課題解決に向けたアプローチを検討する際、人種・民

族・宗教・ジェンダー等における公平性や多様性について常

に考慮する重要性を再認識しました。これは、留学後におい

ても、あらゆる物事に取り組む際に大切にしている考え方で

す。 

 

 ロンドンでの生活 

 ロンドンでは、大学院生専用の学生寮に１年間滞在しまし

た。ここには、北米、中南米、欧州、アジア、中東、アフリカと

世界各国から、人文・社会科学や自然科学から音楽・芸術に

至るまで、様々な専門分野を学ぶロンドン大学に通う修士課

程・博士課程の学生が集い、大学の枠を超えて交流を深め

ることのできる大変魅力的な環境でした。毎晩のように食堂

にて夕食をともにしながら日常生活のことから世界情勢の話

まで色々なことを語り合い、24 時間開いている図書館にて仲

間とともに徹夜をしながら一緒に勉学に励んだ日々はとても

良い思い出です。また、ロンドンは言わずと知れた文化の多

様性が非常に豊かな国際都市であり、世界中から人が集まり

様々な民族・宗教が共存し、国籍は問わず誰もが受け入れ

られる社会は大変素晴らしく、大学院での学修はもちろんの

こと、毎日の生活を通じて学ぶことも多い刺激的な１年間でし

た。 

 何より、私が留学していた 2021 年〜2022 年は、新型コロナ

感染症のパンデミックや、ウクライナへの軍事侵攻をはじめ、

世界が各方面にて大きな時代の転換期を迎えた年であり、

そのような中で、文字通り世界中から集まった多種多様なバ

ックグラウンドを持つ学生たちと日々切磋琢磨しながら共に

過ごした毎日は、自分の今後の人生の糧となるかけがえのな

い大切な時間であり、これからの生き方を考えていく上での

価値観を形成する貴重な時間だったと思います。このような

恵まれた環境に１年間身を置くことができたことに、感謝して

おります。 

 

 
（緑豊かなロンドンの公園にて、クラスメイトとともに） 

 

 
(模擬 WHO 総会に日本代表として参加した際、グループ・メ

ンバーとともに) 

 

 

（寮の美しい中庭で、１年間毎日をともに過ごした親友ととも

に） 

 

 留学後 
 英国大学院での学修・研究内容を最大限に活かして実践
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に移すべく、留学後は、念願であった UNICEF マラウイ事務

所の保健セクション母子保健ユニットでのインターンを経て、

国際協力機構（JICA）に入構いたしました。母子保健分野を

はじめとする、低・中所得国における保健課題の解決に貢献

できるよう、今後も精一杯尽力して参りたいと存じます。 

 

 
（UNICEF マラウイ事務所でのインターンにて訪れた村にて

あたたかく迎え入れてくれた子ども達とともに） 

 

 おわりに 
 英国大学院留学で得た学び、経験や世界中の友人との絆

は、私の一生涯の糧です。このような貴重な機会をくださり、

BCJA 奨学生として１年間ご支援いただきましたこと、改めて

心より感謝申し上げます。多くの素敵な出会いに恵まれたこ

とに感謝しつつ、世界中それぞれの道に羽ばたいた仲間た

ちと、またいつか世界のどこかで一緒に協働できる日を夢見

て、これからも自分の志に向かって精進して参りたいと存

じます。 
 
（2021 年度 BCJA 奨学生 University College London） 

 

 

2021 年度 BCJA 会計決算報告書 

（2021.11.1～2022.10.31） 
 
（一般の部）                            

収入の部                                                   

科     目 金     額 
前年度繰越金 △412,162 円 

年会費＠2,000×45          90,000 円 
合     計 △32,2162 円 

 

支出の部 

科     目 金     額 
ニューズレター 38,500 円 

発送費 14,000 円 
アルバイト 50,000 円 
文具等 14,798 円 

Web 更新費 20,214 円 
合     計 137,512 円 

 

2022 年 10 月 31 日現在の資産状況 

次期繰越 (a) △459,674 円 

 

（BCJA 奨学基金の部） 

収入の部                                                   

科     目 金     額 
前年度繰越金 530,145 円 
寄付金（40 名） 686,000 円 

合     計 (b) 1,216,145 円 

 

支出の部 

科     目 金     額 
奨学金＠150,000×5 人 750,000 円 

振込手数料 20,502 円 
小計 (c) 770,502 円 

 

2021 年 10 月 31 日現在の資産状況 

次期繰越 (b-c)) 445,643 円 

 

 

 

 

2022 年度 BCJA 奨学基金趣意書             

2023 年 1 月 31 日 

          BCJA 会長 斉木 臣二 

BCJA 奨学基金は、2000 年より BCJA 会員の有志の皆さ

まからの寄付金を基盤として、英国留学生の支援活動を着
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実に進めてきております。昨年度は、5 名の留学希望者に対

して、奨学金を授与することができました。 

今年度も奨学生の募集を行いますので、奨学基金へのご

寄付をお願い申し上げます。 

 

記 
 

一口 5,000 円 二口以上でお願い申し上げます。同封の

郵便振込用紙に、振込額、住所、氏名をご記入の上、下記

口座宛にお近くの郵便局でお手続きいただければ幸いで

す。 
ご寄附頂きました方々への領収書等の発行は特に致して

おりませんが、必要であればご連絡、或いはご寄附の際に

振込用紙にその旨、ご記載下さいますようお願い申し上げま

す。  
尚、御礼状に関しては Newsletter にて代えさせて頂きます

ことを御理解下さい。 

 

口座記号番号：00180-0-426794 

加入者名：BCJA 奨学基金 

事務局   島津幸男  

〒745-0004 山口県周南市毛利町 3-37-1-612 

連絡先 Tel：090-8773-1024  Fax：0834-32-4030 

e-mail：jck.shimazu@gmail.com 

 

********************** 

BCJA の銀行口座のお知らせ 

金融機関名： ゆうちょ銀行 

金融機関コード：9900 

店番： 019 

店名：０一九店（ゼロイチキュウ店） 
科目： 当座   
口座番号： 0426794 
受取人名： BCJA ショウガクキキン 
要注意！ 

総会参加費等、BCJA への振込時、ネットバンキングをご利

用の会員の皆様には、次の点をご注意下さい。 

振込先 ： ビーシージェイエー（BCJA） 

 
 

2022 年度 BCJA 奨学基金協賛者一覧 

2022 年 10 月現在 

年会費納入者 45 口 （9 万円） 

奨学金納入者 40 口 （68.6 万円） 
   

協賛者氏名 （敬称略 順不同）: 

浪田克之介 須田 英明 菅原 基晃 

山下 博 白鳥 令 石原 理 

髙井 満 荒木 喬 武藤 春光 

長澤 泰 犬伏 和之 齋藤 友博 

広本 勝也 岡村 定矩 小鍛治 繁 

大谷 剛彦 加藤 久雄 町並 隆生 

横山 俊夫 小澤 博 杉浦 和朗 

難波 光義 小倉 暢之 土井 恒成 

河本 直紀 鵜川 美代子 青柳 昌宏 

桂  文子 山下 純宏 足立 真輝 

三浦 省五 齋藤 文良 平 孝臣 

福永 清敏 滝沢 英夫 塩田 洋 

阿部 宏史 本吉 邦夫 田中 晋 

関谷 透 米元 純三 吉田 徹夫 

出来尾 格 平田 富夫 匿名希望 1名 

池田 修 西田 宏子 島津 幸男 

 

 

BCJA ホームページについて                   

ホームページ担当 

BCJA のホームページ http://www.bcja.net/では、過去のニ

ューズレター閲覧、BCJA 英国留学奨学金、BCJA 活動状況、

メンバー向け案内などがご覧になれます。幅広く有益な情報

を提供できるサイトにするため、どうぞ皆さまからのご意見、ご

希望をお寄せ下さい。 

 

Google グループ[bcja]のご利用案内              

Google グループ担当 

BCJA 会員の情報交換、情報伝達などに活用していた

だくために、Google グループの中に BCJA 会員専用グル

ープとして、[bcja]グループを新規に設定いたしました。こ

れまでの Yahoo グループのメンバーの方は、登録内容を

移行しております。登録を希望される方は、Googleへ登録

後に下記の URL にアクセスして下さい。 

https://groups.google.com/forum/?hl=ja#!forum/
bcja-member 
または、masa_aoyagi5@yahoo.co.jp までメールでご連絡

をお願いいたします。 

 


